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と
う
み
レ
ッ
ツ
号
は
運
行
開
始

か
ら
10
年
が
た
ち
、
利
用
者
の
減

少
等
、
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
レ
ッ
ツ
号
が
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
に
維
持
さ
れ
る
た
め

に
、
本
年
10
月
か
ら
次
の
よ
う
な

見
直
し
を
図
り
ま
す
。

《
土
曜
日
の
運
行
（
試
行
）
》
試

行
運
転
期
間
を
２
年
間
と
定
め
、

月
ご
と
の
利
用
状
況
の
推
移
な
ど

を
検
証
し
、
継
続
の
可
否
に
つ
い

て
判
断
し
ま
す
。
運
行
時
間
等
は

平
日
と
同
様
で
す
。

《
乗
降
困
難
者
の
相
談
体
制
の
充

実
》
専
属
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
福
祉
課
や
社
協
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
連
携
し
き
め
細
か
い
対
応
を
図
り
ま

す
。

《
田
中
駅
に
待
合
場
所
を
設
置
》
４
月
に
開
設

し
た
観
光
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
に
待
合
場
所

を
設
置
し
ま
し
た
。

《
市
外
登
録
者
の
拡
大
》
市
外
の
方
も
利
用
登

録
を
す
る
こ
と
で
レ
ッ
ツ
号
が
利
用
可
能
と
な

り
ま
す
。

《
利
用
料
金
の
見
直
し
》
利
用
者
の
減
少
と

様
々
な
経
費
の
増
加
に
よ
り
利
用
者
一
人
当
た

り
の
市
補
助
金
額
は
１
２
２
３
円
と
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を

か
け
て
し
ま
い
ま
す
が
現
行
の
２
０
０
円
か
ら

３
０
０
円
に
見
直
し
ま
す
。

　

長
野
県
で
は
昨
年
度
か
ら
「
信
州
デ
ィ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
信
州
Ｄ

Ｃ
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
信
州
Ｄ
Ｃ
と
は
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
信
州
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委

員
会
が
一
緒
に
な
っ
て
行
う
国
内
最
大
規
模
の

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
今
年
の
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
率
先
し
て
信
州
を
訪
れ
た
皆
様
に

「
お
も
て
な
し
」
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
「
お
も
て
な
し
」
と
い
っ
て
も
、
何
も
難

し
い
こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様

の
笑
顔
と
温
か
い
歓
迎
の
心
が
何
よ
り
も
お
客

様
の
心
に
響
き
ま
す
。

《
例
え
ば
》

電
車
や
観
光
バ
ス
を
見
か
け
た
ら
手
を
振
っ
て

歓
迎
す
る

困
っ
て
い
る
お
客
様
が
い
た
ら
積
極
的
に
声
を

か
け
る

会
社
受
付
や
自
宅
玄
関
な
ど
お
客
様
の
い
ら
っ

し
ゃ
る
場
所
に
花
を
飾
る

定
期
的
に
会
社
や
自
宅
周
辺
の
ゴ
ミ
を
拾
う

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
「
お
も
て
な

し
」
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
！

♢♢♢とうみレッツ号の♢♢♢
運行システムが見直されます。

信
州
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
で
す
！

各種共済のご案内
①小規模企業共済（安心・確実な国の共済制度）

小規模企業の個人事業主または会社役員の方が事業

をやめられたり、退職される場合のために、あらか

じめ準備しておく共済制度で、いわば「事業主の退

職金制度」といえるものです。大きなメリットは、

掛金が全額所得控除、受取共済金は、退職所得扱い

と両方で節税効果があります。

掛金は、1,000 円から 70,000 円まで自由に選べ、

プランにあわせ増額減額できます。

②くるみ共済が平成 29 年 10 月からリニューアル！

生命共済制度（定期保険 [ 団体型 ]+ 商工会自家給

付制度）

～生存保障の充実とご加入の皆さまにより
　　ご利用頂く機会を増やすため大幅にリニューアル～
リニューアルのポイント

◆定期保険（団体型） ◆東御市商工会独自の給付

①ガン入院等の拡充 ①入学祝金の拡大

②加入年齢範囲の拡大（64 歳⇒70 歳） ②還暦祝金・寿祝品を拡充

③入院保障内容の充実 ③人間ドック・PET健診助成金を拡充

詳細は窓口までご相談ください。

③商工貯蓄共済

資金の貯蓄・生命保障・融資

３つの特色をあわせた制度です。

確実な自己資金が経営に役立ち、会員の福利厚生、

商工会組織強化に役立ちます。 

■所得税の確定申告書（例）
　毎月掛金 30,000 円の場合
　掛け金金額 36万（３万×12 ヶ月）
　課税所得金額 400 万であれば、109,500 円節税

※会員の皆さんのご協力により、加入口数が長野県で第２位と

なり、中小企業基盤整備機構より表彰されました。

　ありがとうございました。
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新
会
員
の
ご
紹
介

㈲�

ア
ロ
マ
・

　
　

フ
ィ
エ
ス
タ

　
　

（
北
御
牧
支
会
）

　
　

五
十
嵐
知
子

カ
ラ
オ
ケ
ひ
ま
わ
り

　
　

（
滋
野
支
会
）

　
　

坂
田　

美
幸

㈱
白
倉
フ
ァ
ー
ム

　
　

（
北
御
牧
支
会
）

　
　

白
倉　

卓
馬

　

こ
の
度
、
商
工
会
へ
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
㈲
ア
ロ
マ
・
フ
ィ
エ
ス
タ
と
申
し
ま
す
。
平

成
18
年
創
業
以
来
、
ア
ロ
マ
ス
ク
ー
ル
を
主

体
と
し
各
種
講
座
、
セ
ミ
ナ
ー
、
ア
ロ
マ
関
連

の
イ
ベ
ン
ト
企
画
・
運
営
な
ど
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
４
月
よ
り
軽
井
沢
追

分
の
信
濃
追
分
文
化
磁
場
「
油
や
」
に
ギ
ャ
ラ

リ
ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
を
オ
ー
プ
ン
し
、
東
御
市
の

Ｐ
Ｒ
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
皆
様

に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
５
月
に
東
御
市
滋
野
で
カ
ラ
オ
ケ

店
を
開
業
し
ま
し
た
坂
田
美
幸
で
す
。

　

こ
の
度
、
東
御
市
商
工
会
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
店
は
カ
ラ
オ
ケ
に
特
化
し

た
店
と
し
て
お
客
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
唱
健
康
指
導
士
、
歌
唱
講
師
と
し

て
カ
ラ
オ
ケ
の
指
導
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

こ
の
度
、
商
工
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
、
白
倉
卓
馬
と
申
し
ま
す
。
東
御
市
八

重
原
を
拠
点
に
、
『
八
重
原
米
』
を
生
産
販
売

し
て
お
り
ま
す
。
八
重
原
は
高
い
日
照
率
、
粘

土
質
、
台
地
特
有
の
寒
暖
差
、
風
通
し
の
良
さ

な
ど
、
作
物
を
生
産
す
る
に
は
最
高
の
土
地
で

す
。

　

私
も
一
人
の
生
産
者
で
あ
る
と
と
も
に
消

費
者
で
す
。
お
い
し
い
も
の
を
味
わ
っ
た
と

き
、
「
う
ち
の
原
料
に
し
た
ら
、
も
っ
と
お
い

し
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
始
め
た
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
酒
蔵
と
の

契
約
栽
培
用
『
酒
米
』
、
『
ビ
ー
ル
用
大
麦
』

『
大
豆
』
『
小
麦
』
『
馬
鈴
薯
』
も
生
産
し
て

お
り
ま
す
。
自
分
の
丹
精
込
め
た
原
料
で
出
来

上
が
っ
た
ご
飯
や
日
本
酒
、
ビ
ー
ル
、
納
豆
や

豆
腐
を
よ
り
多
く
の
人
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

お
い
し
さ
と
い
う
幸
せ
を
お
届
け
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
皆
様
や
弊
社
ス
タ
ッ
フ

と
、
客
様
の
「
お
い
し
い
」
の
た
め
に
、
誰
に

も
負
け
な
い
愛
情
と
情
熱
を
い
っ
ぱ
い
田
畑
に

注
い
で
い
き
ま
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

　

歌
好
き
の
皆
様
が
集
う
「
歌
の
社
交
場
」
と

し
て
大
勢
の
皆
様
に
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
店
を
目
指
し
ま
す
。

サ
ク
ラ　

ク
リ
エ
イ
ト

　
　

（
加
沢
支
会
）

　
　

櫻
井　

信
章

　

は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
の
４
月
に
開
業
と
同

時
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
櫻
井
と
申
し
ま

す
。
業
務
は
住
宅
や
店
舗
の
設
計
と
施
工
を
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
新
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
で
は
住
宅
メ
ー

カ
ー
が
強
い
業
界
で
す
が
、
お
客
様
の
使
い
や

す
く
、
過
ご
し
や
す
い
空
間
で
他
に
は
な
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
物
を
造
り
た
い
と
の
思
い
で
や
っ

て
い
ま
す
。
商
業
施
設
や
福
祉
施
設
の
施
工
の

経
験
を
生
か
し
デ
ザ
イ
ン
性
や
機
能
性
に
優
れ

た
『
お
も
し
ろ
い
物
』
を
提
案
で
き
ま
す
よ
う

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

は
っ
ぴ
ー
☆
マ
マ

　
　

（
和
支
会
）

　
　

小
笠
原
早
苗

イ
チ
カ
ワ
フ
ォ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー

　
　

（
田
中
支
会
）

　
　

市
川　

勲
利

　

写
真
・
動
画
の
撮
影
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

真
実
を
写
す
と
書
い
て
「
写
真
」
と
読
み
ま

す
が
、
あ
え
て
「
写
心
」
と
書
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
被
写
体
に
心
を
寄
せ
た
見
方
・
感
じ

方
・
雰
囲
気
を
察
す
る
こ
と
で
「
写
心
」
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

心
の
あ
る
仕
事
を
心
掛
け
て
参
り
ま
す
。

　

七
五
三
、
結
婚
式
や
企
業
Ｐ
Ｒ
ま
で
幅
広
く

対
応
い
た
し
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

オ
フ
ィ
ス
・
ナ
ツ
メ
ダ

　
　

（
和
支
会
）

　
　

丸
山　
　

司

　

丸
子
長
瀬
地
区
に
て
倉
庫
・
住
宅
の
賃
貸
を

や
ら
せ
て
頂
い
て
い
る
オ
フ
ィ
ス
ナ
ツ
メ
ダ
の

丸
山
司
と
申
し
ま
す
。

　

直
接
何
か
を
生
み
出
す
と
言
う
職
種
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
新
物
件
等
が
出
ま
し
た
際
に
は

当
会
様
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
力
を
承
り
た
く
当

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
事
務
所
が
有
る
関
係
か
ら
上
田
丸
子
で
は

な
く
東
御
を
希
望
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
。「
マ
マ
が
輝
け
ば
み
ん
な
幸

せ
。
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
ラ

イ
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
３
児
の
マ
マ
で

奮
闘
中
で
も
あ
り
ま
す
。
過
去
の
経
験
か
ら
「
ま

ず
は
自
分
が
笑
顔
に
な
り
心
が
元
気
に
な
る
こ

と
」
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
お
洋
服
の
色
で
笑

顔
が
パ
ッ
と
輝
く
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
」

を
初
め
、
セ
ミ
ナ
ー
講
師
も
行
っ
て
い
ま
す
。
自

分
に
自
信
が
無
い
方
、
自
分
の
方
向
性
に
悩
ん
で

い
る
方
に
は
内
面
と
外
見
の
魅
力
を
引
き
出
し
、

無
理
な
く
一
歩
が
出
る
サ
ポ
ー
ト
を
致
し
ま
す
。

自
分
を
楽
し
み
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
人
を
増
や
す

の
が
私
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。



A
K
B
A
R�

A
M
E
R
（
北
御
牧
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ク
バ
ル　

ア
ミ
ー
ル

め
ぐ
み
（
北
御
牧
支
会
）　
　
　

小
林　
　

恵

H
e
l
l
o�

I
n
s
p
i
r
e
（
祢
津
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
フ
ィ
ド　

デ
ィ
ナ
ム

イ
ン
フ
ィ
ニ
（
祢
津
支
会
）　
　

霜
坂　

信
也

Ｗ
ａ
ｃ
ｃ
ａ　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
（
田
中
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
澤　

寛
子

ス
ナ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
エ
デ
ン
（
田
中
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

尚
子

荒
川
農
園
（
北
御
牧
支
会
）　
　

荒
井　
　

廣

め
ぶ
き
造
園
（
滋
野
支
会
）　
　

荻
原　

明
彦

そ
っ
と
。
（
北
御
牧
支
会
）　
　

佐
藤　

美
央

居
酒
屋
よ
っ
ち
ゃ
ん
（
田
中
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井　

義
彦

（同）
里
山
の
く
ら
し
商
店
（
祢
津
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽
原
由
紀
子

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
万
蔵
（
田
中
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

細
谷　

和
香

森
ホ
ー
ム
Ⅱ
（
加
沢
支
会
）　
　

森　
　

文
和

㈱
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
（
本
海
野
支
会
）　

関　
　

仁
彦

㈱
ハ
ル
デ
ィ
ン
フ
レ
ス
コ
（
北
御
牧
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
田　

記
雄

ブ
ル
ー
ヘ
ル
ス
（
和
支
会
）　
　

佐
山　

洋
子

㈱
L
a�

T
e
r
r
a
（
本
海
野
支
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

大
地
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上
田
労
働
基
準
監
督
署
管
内
に
お
け
る
平

成
29
年
の
労
働
災
害
発
生
件
数
（
休
業
４
日
以

上
）
は
、
６
月
末
時
点
で
前
年
よ
り
13
％
増

加
し
累
計
で
87
件
と
激
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
６
月
に
は
死
亡
災
害
が
発
生
し
２
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
、
誠
に
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
災
害
防
止
に
あ
た
っ
て
は
、
経
営
者

ト
ッ
プ
が
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
方
針
を
明

確
に
す
る
と
と
も
に
、
労
使
双
方
が
協
力
し
て

労
働
災
害
に
防
止
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
労
使
双
方
の
一
人
一
人
が
、

「
労
働
災
害
は

　

絶
対
に
起
こ
さ
な
い
！
」

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
下

さ
い
。

麺
や
翔
龍

　
　

（
北
御
牧
支
会
）

　
　

小
川　

潤
一

　

当
店
は
、
豚
骨
、
背
ガ
ラ
、
鶏
ガ
ラ
の
ス
ー

プ
を
ベ
ー
ス
に
、
背
油
の
入
っ
た
豚
骨
醤
油

ラ
ー
メ
ン
。
豚
骨
ベ
ー
ス
に
味
噌
ラ
ー
メ
ン
。

七
味
の
効
い
た
醤
油
つ
け
麺
、
味
噌
つ
け
麺
な

ど
、
多
数
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
夏
に
は
夏
季
限
定
、
冷

や
し
そ
ば
も
、
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
類
も
生
ビ
ー
ル
、
樽
ハ
イ
、
焼
酎
な
ど
、

ラ
ー
メ
ン
と
御
一
緒
に
一
杯
い
か
が
で
し
ょ
う

か
‼
学
生
さ
ん
を
始
め
、
年
配
の
方
々
、
お

子
様
連
れ
の
御
家
族
様
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン

　
　

（
田
中
支
会
）

　
　

柳
橋　

純
也

　

こ
ん
に
ち
は
！
私
た
ち
は
東
御
市
に
拠
点
を

置
き
、
不
動
産
業
・
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
・
工
事
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

事
業
を
創
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
不
動
産
業
は
「
み
ん
な
の
お
う
ち
」
東

御
店
と
し
て
、
土
地
・
住
宅
の
売
買
・
空
き
家

の
管
理
な
ど
、
不
動
産
に
か
か
わ
る
こ
と
を

日
々
発
信
中
で
す
。
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で

は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
ご
提
案
か
ら
施

工
ま
で
、
地
域
と
お
客
様
と
地
球
に
や
さ
し
く
、

ワ
ン
ズ
株
式
会
社

　
　

（
祢
津
支
会
）

　
　

大
山　

裕
二

　

「
就
労
移
行
支
援
事

業
所
ワ
ン
ズ
」
は
上
田

に
事
業
所
を
構
え
、
障
が
い
が
あ
る
方
が
一
般

企
業
に
就
職
し
働
き
続
け
る
た
め
、
2
年
間
で

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
た
め
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
な
う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
す
。PC

ス

キ
ル
や
障
が
い
を
ご
自
身
で
理
解
す
る
時
間
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
力
を
高
め

る
講
座
な
ど
様
々
あ
り
ま
す
。
う
つ
、
社
会
不

安
障
害
、
統
合
失
調
症
な
ど
の
精
神
疾
患
、
発

達
障
が
い
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方
が
通
わ
れ
て

お
り
社
会
と
福
祉
の
架
け
橋
に
な
る
ワ
ン
ズ
で

す
。

プ
ロ
の
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
回
り
ま
す
。
女
性
ス

タ
ッ
フ
・
男
性
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
、
年
齢
層
は

バ
ラ
バ
ラ
、
と
て
も
個
性
的
で
す
。
「W

ork 

that custom
ers are pleased w

ith

」
を
心

に
、
誠
心
誠
意
努
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

労
働
災
害
が
激
増

6
月
は
死
亡
災
害
が
２
件
発
生

緊
急
！

よろしくお願いします
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こ
の
た
び
、
前
職
員
（
平
成
28
年
度
退
職
）
が
、

約
10
年
に
亘
り
商
工
会
の
引
当
金
預
金
を
私
的
に
流

用
し
て
い
た
事
実
が
そ
の
前
職
員
の
退
職
後
に
判
明

い
た
し
ま
し
た
。
前
職
員
に
よ
る
不
正
流
用
と
い
う

不
祥
事
は
、
商
工
会
に
対
す
る
会
員
等
の
信
頼
を
失

墜
す
る
も
の
で
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
り
、
商
工
会
員

の
皆
様
や
関
係
各
位
に
多
大
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
今
回

の
事
案
を
防
止
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
、
会
員

の
皆
様
方
に
陳
謝
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

商
工
会
内
の
内
部
牽
制
機
能
を
徹
底
し
、
内
部
統
制

に
つ
い
て
見
直
し
、
再
発
防
止
の
仕
組
み
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
信
頼
回
復
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 　

今
後
と
も
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し

く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
業
セ
ミ
ナ
ー

　

９
月
３
日
（
日
）
よ
り
11
回
シ
リ
ー
ズ
で
東

御
市
商
工
会
館
に
て
行
い
ま
す
。

商
工
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

10
月
５
日
（
木
）
、
浅
間
高
原
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
行
い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
Ｐ
Ｏ
Ｐ
講
習
会

　

10
月
18
日
（
水
）
１
時
30
分
よ
り
田
中
公
民

館
で
行
い
ま
す
。
教
材
費
３
０
０
０
円
。
ブ

ラ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
お
店
の
販
促
品
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。

《
新
入
職
員
の
紹
介
》

　

主
任
経
営
支
援
員　
　

唐　

澤　

理　

恵

　

４
月
よ
り
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
唐
澤
理

恵
と
申
し
ま
す
。
担
当
支
会
は
祢
津
・
海
野
・
加

沢
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
会
員
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

事
務
職
員　
　
　
　
　

神　

津　

英
里
子

　

１
月
か
ら
勤
務
し
て
お
り
ま
す
、
神
津
英
里

子
と
申
し
ま
す
。
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
に
出
る
機
会

が
あ
ま
り
無
く
、
会
員
の
皆
様
と
関
わ
る
事
が

少
な
い
の
で
す
が
、
少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

前
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る

　
　
　
　

報
告
と
お
詫
び
に
つ
い
て

お

知

ら

せ

　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

【ご融資額】お子さま１人あたり350万円以内
【金　　利】年1.81％　固定金利

※「母子家庭」、「父子家庭」、「世帯年収200万円（所得122万）以内の方」または「子
ども３人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」は年1.41％（平
成29年３月10日現在）

【ご返済期間】15年以内
※「交通遺児家庭」、「母子家庭」、「父子家庭」、世帯年収200万円（所得122万）以内
の方」または「子ども３人以上の世帯かつ世帯年収500万円（所得346万円）以内の方」
は18年以内

【お使いみち】入学金、授業料、教科書代、アパート・マンションの敷金・家賃など
【ご返済方法】毎月元利均等返済（ボーナス時増額返済も可能）
【保　　障】（公財）教育資金融資保証基金（連帯保証人による保証も可能）
　　詳しくは、HP（「国の教育ローン」で検索）または

　　教育ローンコールセンター　0570－008656（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　または（03）5321－8656までお問い合わせください。

高校 大学等への入学時 在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です

お子さまの教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融公庫）がサポート！

神津英里子 唐澤理恵


